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こ〃　ろ　こにす　に通をい一の者とれか者に反人１　　しれの安

の　い　そ結べ　つじも１０てにはをれ　｀対映とす　まるか心

旗１社　力ばて　よてり犬ヶ犬と全改　｀難すさし　゜　し社友し
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的療だ　請　こｒ　　　ｓを身　和　　　　九　めな　族の現も
によ　ｓ　昌　H4竺　副に　≒　パド

ヽ未ち　　　　議議　　書大障　示　　際障年　共　〃　し障むど
ま確患　の　長長　　　　す害　　　　障害一　に完　て害とん

だ立者　　　　　　全　　る者　五　　害者二　手全　す者をな
経のと　趣　　泉　国　　　－　Ｅ　月　　者年月　を参　べ年こ困
済離そ　　　　　　難　　｀福　　　　年推九　た加　７にこ難
的病の　旨　　　　病　　と祉　　　　日進日　ずと　の向にに

にの家　　　　　　団　　等法　　　　本プ　　さ平　国け固も
もた族　　　　　　休　　にの　　　　推゛　　え等　民てく負
筆めは　　　　　　ヽ　　　つ文　　　　進国　　て11　　瞑す決け
舌　｀　｀　　　　　　連　　　　寸　　　　協民　　すな　訴べ意ず
に肉原　　　　　　絡　　い象　　　　議会　　　す社　えてしに
つ体因　　　　　　祭　　て範　　　　会議　　み会　るの　ヽこ
く的も　　　　　　議　　の囲　　　　゛　　　まを　も障一れ
せに不　　　　　　会　　　　　　　　　　　　　　しつ　の害九を

的言　受対象部てをとは　いに医恵安打の事績　施ｐ業定　い
かに国け象ともは訴にかこまそ療者定｀ち財業にしき　｀゛疾現苦
否で連ら外さ肢　｀えつねうすの保のな切政でもかれ医っ恵在難
かはのれとれ体身ていてし　゜解険医施ら事あとして学小調　｀の
に　｀第まさて不体きてかた　決　｀療策れ情るづ　｀い的児査国毎
か¬三せれい自陣まのら難　が年やでるにときこま研慢研の日
か９十ん　ヽ１由否し明難病　で金生す可よい７れす究吐究いを
わ障回　゜同す　｀者た確病対　き冷酒゜能っう予等゜か時事わ余
ら否認　法が祝福゜冷患策　すどにし吐て割算の　よ定業ゆ儀
ず者会　で　｀力祉現法者の　　｀０かかもは約の事　び疾こるな
｀E=決　定恵除法在律の現　厳社かもあ縮か範業　医恵¬雑く
身と議　め者男が　｀的医状　し会わ　ヽる少ら囲は　療研肺病さ
休い¬　る０なあこ位療か　い俣る多とさ　｀内子　費究定対れ
的う障　更大どり０置やら　生障困岐いれ国乙れ　補事疾策て
又言害　生鄙に雑種づ福｀　活割雑にうたやでぞ　勧業恵とい
は葉者　援分よ病のけ祉わ　を度はわきか地実れ　のに治しま
桔はの　護はね恵法の　｀だ　訟で　゛だわ　゛方施の　事な療てす
神｀権　措同そ者律必雇し　くは現るめ途自さ実　業ど研は　・
的先利　置法ののと要用だ　っ容行難て中治れ施　がに究７
能天宣　がの対一し性冷も　て易の病不で体る要　実よ事時

　　　　　　　　　　二　　　　一　　を措の　い義味はに力
　　　　　　　　充そ　゛拡国表　｀　　　訟置対国まにす完必の
　　　　　　　　しの同大連を身　請　この象際多そる全要不
　　　　　　　　て他法し決改休　　次拡範障くくふ江な全
･ｼﾞ　　　　　　　　下障をて議正障　願　う充囲害のしと又この

　　　　　　。　さ否改くつし害　　よの０者難て定はとた
　　　　　　こ3　い者正だ障゛者　項　うた拡年病そ義部をめ
　　奄l）　　　‾　　゜のしさ害ョ福　　請め大に恚のし分確に
　　　　　　　　　福｀い者身祉　目　願にやあ者対て的保゛
　　　　　　　　　祉同゜の体法　　す身身だ座象かにす通
　　　　　　ｒ　　　に法　権障第　　る体体っど範わでる常

　　　　　　゜　　　関で　利害四　　　も障障てが囲　ヽきこＯ
　　　　　　　　　す定　宣者条　　の否否　｀強をわ痙と個

　　　　　　　　　るめ　言゛に　　で者者国く拡がいが人
　　　　　　　　　援る　＝のも　　　す福にが求大国人　｀又
　　　　　　　　　護更　に対と　　　゜祉対身めすで０自は
　　　　　　　　　措生　そ象づ　　　　法す体てるもこ分社：と　　　　　　　　　置医　く範く　　　　のる障゛ｃこと白会

・1　　　　　　　　　を療　し囲¬　　　改援害まきｏを身生
　　　　　　　　　拡’　てを別　　　正誤者大尽定意ｔ活

- ５
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ｱ習謳疆ｌ鰹ｒ7･　かづ勁回パ　　　ｌ貨　芒

　　　゛･､．　　　宣な　く適現れ堪まぐ　　　之
‥‘　－’言田谷に　H

　　■　7｀一　　　　　　びな　患け障゜苦さ因　　　ｓ本
　　　　→-ﾄﾞﾐﾐｊデバ　a

　.｡、　，　・　　　　　障国　０者法　生らが　　　　化
　…………Ｉ　ＨドyJにｽﾞじ　Ｗ

ヽ　，,ｓ｀　にとド?特　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　り　要るはに病　示政てす私　昭　　　　　　　　　　白厚内　昭意右請福新　｀患よし施かる
た　和　　　　　　　　　　　　閣　和見地す祉だ現者って策ね決
ち　五　　　全　　　　　治生総　五書方る旅次行をていの　｀議
全全十　　　　　　　　　　大大埋　十を自　・策立身法　’る抜我で
国画六　　　難　　　　　　　大東五良治　ｏ法体に東゜本がは
離離年　　　｀車　　　　　臣臣臣京年出法　一指障基京　的国　｀
病病四　　　畏　　　　　　－　都十す第　層置害づ都　強に障
団団月　　　総　　　　　　　　　議二る九　のを者く議　化か書
体体十　　　ふ　　　　　　あ　会月　゜十　推誹関諸会　対け者

連連九　　　こzx　　　　　　て　議十　九　進じ係旅は　策るの
終終日　　　ア　　　　　　　　　長七　条　を　リ
協協　　　　　・　　　　　　　　　日　第　図こ法の政　確病義
議議　　　　ビ　　　　　　　　　　高　　二　られの対府　立患を
会会　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　項　れら改象に　す者幅

－第　　　　　　　　　　　　　　橋　　の　る患正とぉヽ　べ匯広全七　　　　ノレ　　　　　　　　　　　　　規　よ者　ヽすい　　き対ぐ
難回　　　　　　　　　　　　　　一　　定　うに若るて　方すと
連総　　　　　　　　　　　　　　　　　に　強対した　｀　途るら
゛会　　　　　　　　　　　　　　郎　　よ　くすくめ離　を行え

或　訟はてわ　るがる公でる動る現福負　的者ゆ療　回題医は

い私!?　｀挾が本ば強患費すとに事行祉抽私なとか法私総を療　ヽ

はたまそく国年かま者負゜いよ業のに制だ苦そねもた会抱と－

そちすのとではり夕負担しうりで難関度ちしのば未ちをえ福九

れ難゜福らは¬で　｀拉制か　’｀あ病すのはみ家な確は迎な祉七

以病　祉え　〃国す私０度もき縮る対る拡　｀は族り立　｀えが０二

上恚　０ら璋際゜だ増の綬わ少と策切大原想がまで発るら向年

０者　対れ否障　ち加見近めさいは実・因像受せあ病こ池上発

問は　策　｀者害　０な直のてれう¬今生究をけんる原と動を足

題｀　かそ〃者　将どし　･･不た制予顔活明絶る　ｏ難因にを求以

を重　らのの年　来｀・極安わ約算い保とす肉そ病が今統め来

抱変　もた範1-　に福健済定　｀かのを障治る体こと不かけて九

えの　れめ囲に　対祉康再か途ら範訴の療も的か生明ま　ヽ゛年

て身　る難があ　す切保建つ中　ヽ囲え確法の　｀ら涯でし今幾間

ぷヽ休　結病諸だ　るり険〃　不で極゜て立のが精生とあた日多　｀

り障　果患外か　不捨法に充打済でき等確あ神すもり　゜この難

｀害　と者国ま　安て改か分ち情実ま　゛立り的るに　ヽ　こ困病

国者　なのにす　はの正らな切勢施し医・ま　｀難生か　に難患

が同　っ多比が　つ傾にめ施らのさた療公す経病きつ　第な者

国様　て数べ　｀　の向よて策れ変れがと費゜済患て治　七問の

６
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　律ちをけ書体にて　り　　　　　　　　　　　　えと　　り化障連

健はの背で者障障ま身ま身　　　　　　　　　　　まし難１と害決

常ど場負す福否否ぃ休す休　　　　国　　　　　すて病す拡者議

者こ合っが祉者をり障　゜障　　　　　　　　　　　　゜泰恵　・充ｏに

ににをて　｀法を持ま害　否　　　　際　　　　　　加者　を対よ

比ぁ考生難２守つし者　者　　　　障　　　　　　出と　図象る

べるへき病でる者たｏ　ﾈ扁　　　　　早　　　　　　来そ　る範--1

てのててのぁ法が今社　祉　　　　害　　　　　　るの　こ囲障

みでみ行膠る律身日会　法　　　　者　　　　　　よ家　とを否

るしるか原こ・休で施　が　　　　　　　　　　　　ぅ族　を拡者
時よ時々病とか障す策　施　　　　年　　　　　　　｀が　強大の

｀ぅ　｀けとはょ否がも　行　　　　　に　　　　　　社安　くし権

私か難れ云云び者　ヽき　さ　　森　　一　　　　　　会心　要　ヽ利

だ病ばぅぅ削で身ゎ　れ　　　　想　　　　　　のし　望援宣

ち　恵な巾ま度ぁ休め　て　　田　　ヽ　　　　　　皆て　す護晋

は　者らのでがりのて　三　　　　　つ　　　　　　様社　る措２

悲　をな広も７　’ぃ推　十　　か　　こ　　　　　　に会　も置に

し　守ぃぃな身そづ進　年　　ょ　　　　　　　　　強の　のの即
ぃ　る私病ぃ休ｏれさ　に　子　　と　　　　　　く一　で適し

ま　法だ気ゎ障身かれ　な　　　　　　　　　　　　訴員　ぁ正て

低比女そはも　怒て者あ再まてに患うきしなす　や　で人しで
いべ吐し健あ寄号頂をあ度す行も者のまかいれプっ私し々かに

扱たはて康り原でけ取　・の　゜き目のでせし位はレとたｌとし大

い端子丸子ま病し度り寄人　やで中すん　ヽに外ド認ちう比¬き

を合供○うすでかいま原院　す見に　゜のこ々見ニめはかべ身い

さ７の多にが身あこく病退　いては　でのりでｙら¬゜だ体ハ
れ電患が見　ヽ体りと知は院　こ理身　又薬まはとれ特　端障ッ

だ動者女え車障まは人大の　と解体　　｀のす　ヽ云だ定　合害デ

実車さ性る椅害せ非に変す　かし不　悪副　ｏ健うに疾　　｀者ィ

例椅んで人子者ん常もなえ　Ｅて白　化昨　康薬す患　ど福を

も子やすがに手゜にそ難に　　Ｅ頂由　の用　人でぎ公　れ祉背

あ゛｀　゜ほ乗帳　悲の病他　とけの　途も　　と重な費　ほ法負

りの男　とっを　し時度界　話た形　をあ　見症い医　どＪっ

ま取吐　んて取　いでんし　すらが　まり　わ時の療　のにて

す得の　どい得　となだた　人ど　｀　い長　け期で制　異守い

゜順患　度てさ　云いだ時　もんこ　戻期　もをす度　いらる

　位者　のもれ　うとと　｀　多度の　　っ使　つ越゜に　がれわ

　がさ　で外る　よ理子や　くに寄　て用　けえ　だ　あてけ

　一ん　す見場　わ解のっ　sヽ生原　しは　らさ　け　るいjE

　段に　　゜で合　　｀し患と　　りき病　まで　れえ　が　のる　・

るっ等外態そをた生　加つ障権済　左自め婦やでスいでえぐ７

かで｀にの有は活¬す報を利的¬の分のに子も｜ともらだ奥

も頂あ差由状す　｀し障る酬受を社障でを補は供買パ思主れけさ

知けか別来態るレ　｀専権をけ有会害す守肋やがっ｜う姻るでん

れたま的しの　゜夕す者利受　｀す的者　゜る具はどてやのでんし　｀

ななす々てた障リベはをけ雇る保の　こ痙りれ来商はあで１電
いらが扱改め害ェて　｀有る用　゜障権　との本だて店あるすう動

私ど　｀い善必者｜のそす職さ璋を利　がで当けあのた場よと車
たれ難をす要はシ社のる業れ専受宣　女すに楽げ開か合//か椅

も程病まるで　｀ョ会家　゜に　゛者け言　性　゜入江支店ま　｀こ　｀子

な心対ぬたあそｙ的族に従まは相に　患　関左らしえ家　働に

０安策かめる０活活１　事たそ当の　者　らる　｀てで族　く果

てらもれ必か居動動だ　しはのの中　の　しか遅いすの　意っ

すか法る要ま住に　｀は　　ヽ有能生に　悲　くをく石　゜九　志て

゜に律ごでたに参創養　労益力活障　し　生知帰間　め　のス

　生で　あは関加進展　働でに水害　い　きっ宅に　に　あｌ

　き制　る　｀すす的と　組生従準者　第　ててす食　伺　る2ぐ

　て度　場そるる活と　合産いをは　一　行いる品　か　者｜
　行で　合の限権動も　に的　｀俣　｀　条　くる主だ　し　にに

　け守　以状り利まに　参か保つ経　件　た主入け　た　与行
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七逮

「
強
皮
症
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

安

　

倍

　

千

　

之

東
京
都
立

　

墨
東
病
院
内
科
（
膠
原
病
）
医
長
、

順
天
堂
大
学
内
科
（
膠
原
病
）

　

講
師

　

本
症
は
皮
膚
が
硬
く
左
る
こ
と
を
主
痙
症
状
と

し
た
疾
患
で
あ
ろ
。
病
変
が
皮
膚
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、

内
臓
や
血
管
痙
と
の
結
合
織
が
広
範
に
侵
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
症
を
進
行
性
全
身
吐
硬
化
症
と
も

呼
ぶ
。

二
、
頻
度

　
　

人
口
百
万
人
当
り
、
｝
年
間
の
発
症
率
は
四
友

　

い
し
十
二
人
で
、
日
本
全
国
に
七
千
人
か
ら
九
千

　

人
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

男
女
比
は
一
対
二
と
女
陛
に
多
い
。
発
症
率
令
は

　

三
十
か
ら
四
十
オ
代
に
多
い
。

三
、
原
因

　
　

多
く
の
点
て
ほ
か
の
膠
原
病
と
よ
く
似
て
か
む
、

　

免
疫
異
常
が
有
力
々
原
因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ

　

ん
と
う
の
原
因
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

四
．
症
状

１
　

　

初
発
症
状

　
　

レ
イ
ノ
ー
現
象
（
寒
気
に
触

　

れ
る
と
手
の
指
が
白
く
友
り
、
痛
み
を
伴
う
現

　

象
）
、
皮
膚
の
硬
化
、
多
関
節
痛
で
始
ま
る
こ

　

と
が
多
い
。

２
　

　

皮
膚
症
状

　

手
指
よ
り
始
ま
る
こ
と
が
多

　

い
、
む
く
み
が
起
や
、
つ
い
で
硬
化
が
、
や
が

　

て
萎
縮
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
浮
腫
期
、

　

硬
化
期
、
萎
縮
期
と
呼
ぶ
。
９
０
名
の
症
例
が
レ

　

イ
ノ
ー
現
象
を
伴
い
、
時
に
指
の
先
端
の
壊
死
、

　

潰
瘍
を
み
る
。
そ
の
他
皮
膚
硬
化
に
伴
う
症
状

　

と
し
て
、
開
口
困
難
、
マ
ス
ク
様
顔
貌
、
呼
吸

　

困
難
手
指
の
運
動
制
限
な
ど
が
出
現
す
る
。

　

別
の
皮
膚
症
状
と
し
て
、
色
素
沈
着
、
色
素
脱

　

失
。
毛
細
血
管
拡
張
、
説
毛
が
あ
る
。

３
　

　

運
動
器
症
状

　

関
節
痛
、
筋
肉
痛
を
み
と

　

め
る
。

４
　

　

呼
吸
器
症
状

　

間
質
性
肺
炎
、
肺
線
維
症

　

庖
と
に
よ
り
呼
吸
困
難
を
き
た
す
も
の
が
多
尚

５
　

　

消
化
器
症
状

　

口
腔
粘
膜
の
委
縮
、
歯
の

　

脱
落
、
の
み
込
み
に
く
さ
な
ど
食
道
の
症
状
、

　

下
痢
か
よ
び
便
秘
と
い
っ
た
腸
の
症
状
を
伴
う

　

も
の
が
あ
る
。

６
　

　

そ
の
他
の
症
状

　

伝
導
障
害
な
ど
０
心
症

　

状
、
高
血
圧
や
腎
不
全
な
ど
の
腎
症
状
、
さ
ら

　

に
肝
や
神
経
の
症
状
な
ど
が
あ
る
。

五
、
臨
床
検
査

　
　

血
液
、
血
清
、
尿
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
多
く
の

　

倹
査
が
あ
る
が
、
強
皮
症
に
き
わ
め
て
特
異
的
々

　

も
の
は
末
だ
な
い
０
が
現
状
で
あ
る
。

六
、
治
療

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
Ｄ
Ｉ
ペ
サ
ビ
フ
ミ
ン
（
抗
リ
ウ

　

マ
チ
剤
）
と
つ
ル
ヒ
チ
ン
（
抗
痛
風
剤
）
と
の
併

　

用
療
法
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
症
状
に

　

応
じ
て
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
抗
生
物
質
、
降
圧
剤
、

　

利
尿
剤
、
強
心
剤
々
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
手
指
の

　

皮
膚
保
護
の
た
め
ス
キ
ン
・
に
Ｉ
ン
。
ン
塗
布
、

　

手
袋
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

七
、
経
過
（
予
後
）

　
　

本
症
は
慢
既
に
経
過
し
。
徐
々
に
進
行
す
る
が
、

　

と
き
に
そ
の
ま
Ｘ
停
浦
す
る
。

８



　

膠
原
病
友
の
会
に
ご
協
力
頂
い
て
Ａ
-
s
^
1
H
す
先
生

方
が
最
近
次
の
様
に
移
転
も
し
く
は
診
療
を
開
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

患
者
に
と
り
膠
原
病
専
門
０
先
生
が
大
学
病
院
以

外
０
医
療
機
関
に
訟
い
て
治
療
と
療
養
０
ご
指
導
を

下
さ
い
１
す
こ
と
は
身
近
左
安
心
感
を
得
る
こ
と
で

あ
り
、
先
生
方
に
訟
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
０
ご

協
力
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
訟
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ー
セ
ン
メ

富
岡
内
科
タ
リ
ェ
″
タ

（
電
話
）
○
四
五
―
七
七
三
一
六
六
〇
〇

鈴
木
輝
彦
先
生

　

青
梅
市
東
青
梅
四
！
十
六
一
五

　
　

青
梅
市
立
総
合
病
院
内
科

　

（
電
話
）
○
四
二
八
！
二
二
上
二
Ｉ
九
一

膠
原
病
リ
ウ
ｙ
チ
外
来
（
月
曜
日
午
後
二
時
よ
ね
）

粂
川
幸
雄
先
生

3
3
2
川
口
市
西
川
口
五
Ｉ
十
二
－
一

廓
済
生
会
川
口
総
合
病
院
内
科

　

（
電
話
）
○
四
八
二
－
五
三
－
一
五
五
一

膠
原
病
科
（
水
曜
日
）

安
倍
千
之
先
生

1
3
0
東
京
都
墨
田
区
江
東
橋
四
上
干
ご
〒
十
五

⑦
東
京
都
立
墨
東
病
院
内
科

　

（
電
話
）
○
三
－
六
三
三
－
六
一
五
一

膠
原
病
外
来
（
月
曜
九
時
－
十
時
専
門
）

　
　

（
水
・
木
曜
九
時
－
十
一
時
初
診
）

大
友
一
夫
先
生

4
1
1
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
町

⑦
国
立
東
静
病
院

　

（
電
話
）
○
五
五
九
－
七
三
－
ニ
○
○
○

西
野
義
久
先
生

5
4
神
奈
川
県
平
塚
市
南
原
一
－
十
九
－
一

色
平
塚
市
民
病
院
内
科

会
員
だ
よ
り

「
私
の

　
　

体
験
記
」

「
お
便
り
頂
け
ま
す
か
」

贈牡ふ､＿

　　　

－

メ閃７

　

会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は

私
は
二
十
九
才
の
主
婦
。
小
学
校
一
年
と
三
年
生
二

人
０
女
の
子
の
母
親
で
す
。

会
員
に
入
れ
て
も
ら
い
八
ヶ
月
k
i
＾
-
＝
^
■
^
Ｈ
す
。

一
月
は
緑
内
障
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

ど
友
た
か
近
く
の
方
で
話
し
相
手
に
な
っ
て
下
さ
い

私
の
囲
り
に
は
同
じ
病
気
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
の
方
が
い
ま

せ
ん
の
で
話
す
事
も
で
き
■
H
i
せ
ん
。

公
便
り
で
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
か
願
い
致
し
ま
す
。

　

「
膠
原
」
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
一
人

で
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
か
願
い
致
し
ま
す
。

色

　
　

若

　

松

　

利
枝
子

９-



　　　　　　　　　　　下皆ま　くとら婦寺!ﾌ　の　　　　　　　　　私　さ様すどぺわ　｀０山まや手三　¬
　　　　　　　　　め　い　｀様うンざ膠方さすっ帳月　初

　　　　　　　　　　　゜繩心かをわ原とん　゜とが十
　　　　ス明主五二　　集か　｀とざ０文に　こ届八　め
　　　　テる人才五　　のら回りか機通同　れき日　ま

原　　　　ロいはのオ　　j｡ヽ祈オま返関し病　でまに　し
　　　　ィ吐二男な　　仕っ位し事紙だ⌒　回しや　て田　　　　ド格八児!?　　事て０だ下あいＳ　病たっ　･_

　　　　服でオひた　　大ぷヽ方゜さてとＬ　Ｏ　°と京　　　　用入　とて　　変かと　いに無Ｅ　友　膠

　　　　中院　かの　　で１励　まの理゛　が　原子　　　　゜は　　主　　　しす１　　しせをで　で　病

　　　　　二　　婦　　　よ　゜し　たてぷヽ同　き　友
　　　　　回　　　　　　う　　０　のも願オ　た　の

　　　　　　　　　　　　が　文　でらい・　と　会
　　　　　　　　　　　　頑　通　　｀えし一　喜　か

　　　　　　　　　　　　張　が　さば１児　ん　ら
　　　　　　　　　　　　っ　で　っＥし○　で　会
　　　　　　　　　　　　て　き　そＥだ主　か　員

　　　　　　　　　　　　　　　　そ私て　てしでに　１
　　　　　　　　　　　　　　　　こは　｀私いても見今す膠　-･病あか走思いも涙まそは一尊私　で　ヽ下もま　｀　｀せ年か原　今
気０もれいっうなるしな時いも　　こ病手発すあ今ては　９病　｀

な肯しる切て出んでてれ間生人　ん気な病・あはあ富　友　私んいろ０かみなか小思て　｀命並　なを詩し　　｀青げ山　の，

か空いか走よくささいいいをに　０忘？て　春いたの　会　が飛にＥなっうてよな切たや精生　をれと十　がきい雷　の　思
ん向Ｅあてあいう子りい一一き　昨るか年　やれく　｀　皆　つ
でっ　Ｅ　ＥＯいﾌな供飛　分杯て　っ事を　｀　っいら雪　様て
行て　　Ｅ　Ｅ美わらのん　で生行　てに昨今　とないの　ぷヽい
けさ　ぺ　しよＥ様で　もきき　みしっ年　来ふ降降　元　る
Ｅけ　　ヨ　い；　Ｅ沁み　いてた　またては　たきから　気事
Ｅん　こ7　自Ｅ　　　た　い行い　しいみ十　〇の銃座　で　に

　で　タ　然　　　い　かき　　た○ま周　だときい　い
　み　ｙ　に　　　　　　らだ　　　・でし年　なう１地　ら
　た　／　　　　　　　　病い　　　　すた記　あがし方　っ
　い　＼　　　　　　　　　と　　　　　　・・念　と芽たの　　し
　ｉ　　と　　　　　　　　　　は　　　　　　　　と　　思を　゜方　　や
　Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　っ出　々　い

　　　の－1　事一　　　　　　　　私　布
　　　で膠私務ぱ会　　今ス元白も白団病菌　　す原た局い員　　にテ気い　゛いｏ院　タ

　　　゜にちの生の　　み口に布思布上で　ン
　　　　　ｏｏ皆きみ伺でてィな団う団で＆　ポ

　　　　　来た様て々ともいﾄ’ろはｉは寝ば　ボ有　　　　るめご行様い生ろなりいヨいたさ　ｏ

　　　　　のに苦きもつき　゜ん　｀や　やいん　わ沢　　　　をが労１病たて　かただ　だっか　た

　　　　　首ん様し気つい　飲る//　とてい　毛友　　　　をばでよなてる　１ん　　い゜つ　と

　　　　　長つすうん宰こ　なだ　　　つ　た　一枝　　　　くて　゜゜か福と　　く//　　　て　　｀　諸
　　　　　し下　　忘だは　た　　　　い　泣　に

　　　　　てさ　　れ//幸　つ　　　た　い
　　　　　待い　　て　福　て　　　　訟　て
　　　　　つ　゜　　楽　だ　　Ｅ　　　　ば　い

　　　　　て　　　　し　　゜　Ｅ　　　　さ　　た
　　　　　い　　　　く　　　　　　　　　　ん　赤
　　　　　る　　　　籾　　　　　　　　　　｀　い
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たわ応だ　　　　　　　　　　すら詩編　　　　　だ四私そ

のれ大書僕　－1　　　　　　　　よ//を集　致かけか回の０ご　¬

マ　｀学いは　誰　　　　⑦　　う　待部　し忙っわ目方後無　近

すむ生て二　ぷ　　　　　　　祈今っよ　てしこか今はい沙　況

がむてな十　お　　　　。　　り学てり　かいうら学又か汰　´

学しすい七　　　　　　須　　　１こい　｜　　りで楽なに　｀がし　を
生て　・のォ　友　　　　　　　　すそ１１　　まししく入入靭て　－

の卒大での　達　　　　田　　　゜はすが　すょくなつ院過3.ヽ言

身業学少学　に　　　　　　　　　あ　゜ん　　゜う幸ってにしり　1＿

分しにし生　な　　　　哲　　　　な近ぱ　　がせて二なでま

のよ入学で　っ　　　　　　　　　たごっ　　ごにし回っすす

方うっをす　て　　　　子　　　のろて　　活暮ま目てが

がとたと　゜下　　　　⌒　　　　家作下　　躍らいでじ
よ思こっ必　さ　　　　２７　　　　にっさ　　　をしまも１

いえろて修　　　　　　ォ　　　　ててい　　心かす　｀い

とぱＳいの　ヒ　　　　主　　　　生な　゜　　より　゜どま

思卒Ｌま卒　　　　　　婦　　　　活いあ　　　りま　　っし

い業Ｅす論　　　　　　で　　　　でのな　　　かす　ちた

必でとかを　　　　　　古　　　　きかた　　祈゜　が　゜

修き言一ま　　　　　　　　　　　ましの　　　り　　　家

　　　す　いもたが身いがと今二　て苦　の

　　　が今とJIが不休まなご家ヶモjiヽ労今卒

　　　｀近愚く伺自障すく迷で月れけし愚論

　　　どくい０と由害゜全然静以かばなえを

　　　なの1まにかで者今くを養上らよけは出

　　　た病す時書すとは知ぷヽし全昭かれそさ

　　　か院が聞け　゜な小らかてく和っばれな
　　　ぉヽに　｀帽-tる字っ脳痙けい意瓦だ々かく

山　　便り　かよなて失いしま識十とららて

　　　りハ　かうどし調こたすが三愚なたjt

崎　　　くビ　　りにもま症とか　゜な年いくぷヽて

　　　だり　　｀な全いとても会くのまなれ卒

哲　　　さに　きｐく　｀言中しの二十すって業

　　　いは　れま書歩うしれ方単一゜だ卒し

生　　　･j行　いしけくこ訳１に近月　の論ま

　　　　　っ　なたまことなせもぐに　でをせ

　　　　　て　字　゜せとでくんい人だ　　｀書ん

　　　　　る　でもんと二愚がろ院ぉヽ　卒くで

　　　　　の　けって言級っ意いしれ　業のし

　　　　　で　忿とし語のて識ろてて　しもぺ

よ闘んががをが　それら身ここるう
うざがぃ笑ぉヽ膠四のま事内ひれ気縦弥

なたぃよぃ聞原国よす実やりは侍ｏ生　　　　　．

始･･ない話き炳乙う　・だ知つ現も花の　　　　　食

宋のくよにしにどに自　人ぃ代にも空　　　　養

とさな現してかで考分こにて人は　｀に　群　　　、

なわりわてはかはえがれ癌ぃのな戦｀　馬　　道　　　支

リぎ｀れぃ　｀リ　｀だ病々やる心れ前雲　県　　　の　　　。
・万年始だ日７内くんど難ののまほか　支　　　講　　　部

来残頃めョ本ぃ地なでが病で奥せどと　部　　　ご宙　　　たj

たるの　’人もるのりぃそのはにんに見　長　　　２　　　　－

か健男健体ぃの倍てるの患な絶゛のま　　　　　゛　　　よ

と康吐康実よてもしせ主者ぃえ　どご　丸　　　を　　　　１

ぃ女はな験ぃは三まぃ庖がです　かう　　　　　終　　　　Ｊ

う吐　｀適日ょと倍ぃか原　゛しな　な程　江　　　え

今とそ令本ドぃもま　｀因余ょに　心に
朝耕れ期ｃィう若すつかりうか　で咲　正　　　Ｊ

の婚こののッぉヽぃ　゜ぃとにか不　　’き

私すそ娘耕人話女　つ思も　゜安　変に　圧

のる血″さ果達し性　いわ多　が　でか

- １１－



正
夢
？
も
笑
っ
て
見
す
ご
せ
な
い
の
で
は
々
い
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
、
主
人
が
漢
方
で
懇
意
に
し
て
訟
り
ま

す
品
川
薬
局
さ
ん
の
ひ
と
か
た
次
ら
ぬ
お
骨
折
り
で

徳
安
通
子
先
生
の
立
派
な
御
講
演
を
聞
く
機
会
を
得

ま
し
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
知
り
ま
す
。

又
、
患
者
さ
ん
は
勿
論
、
一
般
の
方
々
に
も
、
も
の

す
ご
い
評
判
で
全
員
が
再
度
講
演
を
希
望
し
て
お
り

１
し
た
。
し
か
し
、
お
話
し
を
聴
い
て
知
り
ま
す
う

ち
に
、
前
途
に
光
明
を
見
出
し
た
そ
の
瞬
間
、
目
の

前
が
真
暗
に
な
る
が

　

と
い
っ
た
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
喜
び
と
困
惑
の
矛
盾
は
。
一
体
何
だ
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
一
Ｉ
一
一
Ｉ

　

一
一
Ｉ

し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
現
代
の
食
生
活
が
、
余
り
に

1
1
1
1
一
一
幽
一
一
一

　

一
ｉ
一
ｉ
争
一
■
ｓ
ｌ

も
毒
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
我
々
膠
原
病
を
始
め
と

一
一
Ｉ
一
個
■
Φ
一
一
個
Ｉ
Ｉ
－
－

　

Ｉ
一
一
一
・

す
る
難
病
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
て

　

こ
れ
で
も
う

一
■
一
一

　

幽
香
■
Ｉ
ａ
一
一
Ｉ
Ｉ

　

■
Ｉ
Ｉ
一
Ｉ

救
わ
れ
る
か
と
思
っ
て
見
ま
し
て
も
。
こ
れ
に
対
し

一
一
Ｉ
■
個
響
－
響
1
1
1
1
一
一
一

て
打
つ
手
が
一
体
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

と
い
う

事
だ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

酸
性
食
を
予
防
す
る
た
め
に
、
緑
の
野
菜
を
多
く
と

る
よ
う
に
と
医
者
も
栄
養
士
も
注
意
致
し
ま
す
が
、

こ
の
青
菜
が
又
。
農
薬
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
始
末
で

す
。
こ
れ
は
本
当
に
お
手
上
げ
の
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
グ
ロ
ス
ミ
ン
「
タ
ロ
レ
ー
フ
」
と
い
う
青
い
水

藻
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
現
代
の
救
世
主
で
ご
ざ

い
ま
し
て
太
古
の
時
代
か
ら
人
類
の
友
と
し
て
存
在

し
て
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
先
生
の
経
験
か
ら
。
色
々
の
重
症
患
者
さ
ん

に
対
し
て
の
自
信
の
あ
る
訟
話
し
ぶ
り
に
は
、
皆
か

た
ず
を
の
ん
で
の
聴
き
よ
う
で
ご
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
難
連
が
音
頭
取
り
と
な
り
、
地
域

住
民
と
「
自
然
食
友
の
会
丁
～
々
も
の
を
結
成
し
、

貧
家
と
契
約
を
し
、
清
潔
庖
野
菜
を
沢
山
と
り
、
病

気
回
復
、
健
康
維
持
に
こ
れ
務
め
る
事
こ
そ
、
国
際

障
害
者
年
を
定
め
て
頂
い
た
世
界
の
人
達
の
暖
か
い

ヤ
心
に
対
す
る
訟
答
え
で
は
な
い
か
と
思
え
て
々
リ

ま
せ
ん
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
催
し
に

対
し
て
、
後
暖
団
体
と
し
て

ｏ
群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

ｏ
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

ｏ
上
毛
新
聞
社

ｏ
群
馬
テ
レ
ビ

協
賛
・
団
体
と
し
て

ｏ
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
群
馬
厚
生
年
金
会
館
様

　

の

大
き
な
協
力
、
そ
し
て
難
病
連
、
患
者
さ
ん
、
そ
れ

か
ら
松
本
印
制
の
社
長
様
の
一
方
な
ら
な
い
御
厚
意

等
に
対
し
ま
し
て
は
、
会
長
と
し
て
生
涯
忘
れ
る
事

の
出
来
な
い
御
恩
と
。
紙
上
を
お
借
り
し
て
ド
１
　
か

ら
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
四
月
十
五
日

　

（
徳
安
通
子
先
生
略
歴
―

‐
昭
和
五
十
三
年
病
態
栄
養
グ
リ
ー
ス
夕
徳
安
家
庭

科
理
研
究
所
長
、
口
同
年
第
十
一
回
国
際
栄
養
会
議

　

（
於
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
論
文
（
膠
原
病
）
発
表
）

支

　

部

　

総
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